
ヰ

　

　

　

　

　

○

一

　

　

　

也

議
案
第
二
十
六
号

三
朝
ふ
れ
あ
い
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
帥
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
ふ
れ
あ
い
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地

方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
空
ハ
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
'
本
我
会
の
議
決

を
求
め
る
｡

三

朝

町

長

　

安

　

　

　

田

真

　

一

　

邸

平
成
四
年
三
月
十
一
日

平
　
成
四
年
参
月
弐
拾
参
日
　
原
寮
可
決

三
朝
町
観
会
読
長
西
村
武
津
美
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三
朝
町
条
例
第
　
　
号

三
朝
ふ
れ
あ
い
会
蛤
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

(
目
的
)

第
一
粂
　
こ
の
条
例
は
,
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
1
項
の
規
定

に
基
づ
き
,
三
朝
ふ
れ
あ
い
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
設
置
)

第
二
粂
　
三
朝
地
区
の
歴
史
的
文
化
的
所
産
の
保
存
と
伝
幕
'
担
い
手
の
育
成
な
ど
地
区
住
民
の
自
主
的
活
動
を
助
長

し
､
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
拠
点
と
し
て
'
三
朝
ふ
れ
あ
い
会
館
(
以
下
｢
会
館
｣
と
い
う
｡
)
を
'
三
朝
町
大

字
三
朝
八
三
三
番
地
の
玉
に
設
置
す
る
｡

(
利
用
の
許
可
)

第
三
粂
　
会
館
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
'
町
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
使
用
料
)

第
四
条
　
会
館
の
利
用
に
つ
い
て
は
'
無
料
と
す
る
｡
た
だ
し
'
営
利
を
伴
う
利
用
に
つ
い
て
は
'
管
理
費
相
当
額
の

実
費
を
徴
収
す
る
｡

′

(
管
理
の
委
託
)

第
五
粂
　
町
長
は
,
会
館
の
施
設
設
備
の
保
全
及
び
利
用
の
許
可
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
'
そ
の
i
部
又
は
全
部
を
公
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共
的
団
体
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
規
則
へ
の
委
任
)

璽
ハ
粂
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
は
か
,
会
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
､
規
則
で
定
め
る
｡

附

　

則

こ
の
条
例
は
'
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
｡


